
C)③ 悪臭物質　④吸着

I.は じめに

　本県ではホタテガイの養殖が盛んであり、年間約5万

トンの貝殻が水産廃棄物となっている。このため、貝殻

の有効利用の視点から、種々の試みがなされている。当

センターで も平成13年 度にホタテ貝殻粉末のホルムアル

デヒ ド吸着 ・分解効果について検証 し、良い結果が得 ら

れた。そこで今回は、その他の揮発性有機化合物(以 下

VOC)に 対する吸着 ・分解効果について、検証を行っ

た。

Ⅱ

.目 的

　ホタテ貝殻がシックハウス症候群の原因となる トルエ

ン、キシレン等のVOC及 びアンモニア、メルカプタン

等の悪臭物質を吸着する機能 を有することを証明 し、ホ

タテ貝殻の商品としての付加価値を高める。

ホタテ貝殻を利用した居住環境中の有害な
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Ⅲ.研 究方法

1.試 料

　市販 されているホタテ貝殻粉末(平 均粒子径:約18μ

m)を 、0℃(未 焼成)～1000℃ まで100℃ 間隔で1時

間焼成 したものを使用 した。なお、乾燥試料 とは調製し

た試料 をそのまま用いたものであ り、湿潤試料 とは乾燥

試料に2倍 量の水 を加え、30℃24時 間乾燥 させたもので

ある。

2.分 析対象物質(24種)
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芳香 族炭化水素:ベ ンゼ ン、 トルエ ン、キシ レン(3種)、

　 スチ レン、 エチルベ ンゼ ン脂肪族炭化水 素:ヘ キサ ン

　 ハ ロゲ ン化炭 化水 素:p-ジ ク ロ ロベ ンゼ ン(p-DCB)

　 ア ル コー ル類:n-ブ タ ノール、イ ソブ タノール

　 アルデ ヒ ド・エ ステル ・ケ トン類:ホ ルムアルデ ヒ ド、

　　　 　　　 アセ トアルデ ヒ ド、酢酸 エチル、酢酸nブ

　　　 　　　 チ ル、酢酸 イソブチル、 アセ トン、 メチル

　　　 　　　 エ チ ル ケ トン、メ チ ル イ ソブ チ ルケ トン

　　　 　　　 (MIBK)

　 悪 臭物 質:ア ンモニ ア、 ジエチル ア ミン、 トリメチル

　　　 　　　 ア ミン、硫 化水素 、メチ ルメル カプタ ン

3.試 薬 及び ミニカ ラム

　 ア ンモ ニ ア ・硫 化水 素:ガ ス テ ッ ク社 製パ ー ミエ ー

　　　 　　　 シ ョンーチ ューブ

　 トリメチル ア ミン ・メチ ルメルカ プタ ン:和 光純薬

　　　 　　　 悪臭物 質試験 用　 1μg/μL溶 液

　 その他 の物 質:和 光純薬 製又 はMERCK製 　 特 級又 は

　　　 　　　 残農用(純 度98～99.8%)

　 DNPHカ ラ ム:waters社 製XpoSureア ル デ ヒ ドサ ン

　　　 　　　 プ ラー カー トリ ッジ

4,実 験方法

　 4Lの テ ドラーバ ッグ又 は150　mlの バ イアル瓶 内 に、

一 定濃度 の分析 対象物 質(気 体)と 貝殻粉末 を入 れて密

封 後、一定 時間 ごとに中の気 体 を採取 して その濃 度の経

時変化 を調べ 、貝殻 を入 れ なか った ものの空気 中濃 度 に

対 する残 留比率 か ら吸着効 果 を判定 した。

　分析 は、アルデ ヒ ド類 は、DNPHカ ラム に捕集 した も

のをアセ トニ トリル で溶 出 しHPLC(UV)法 で 、悪臭

物 質は検 知管法 で、そ の他VOCはGC(FID)法 に よ

り測定 した。

5.測 定機器及 び測定条件

　 <HPLC>島 津 製LC-VP,UV検 出 器(島 津製SPD-

　 　 　 　 10AV),カ 　 ラ　 ム:CAPCELL　 PAK　 C18(φ

　 　　 　4.6×150mm,5μm,資 生 堂),移 動 相:ア セ

　　　 　 トニ トリル ・水(6:4),検 出波長:360nm,

　 　 　 　流速:1.Oml/min,カ ラ ム温度:40℃,注 入量:

　 　　 　20μL

　 <GC>　 島津 製GC-17A,　 FID検 出器,カ ラム:

　 　　 　 TC-WAX(φ0.53mm×30m,膜 厚2.0μ

　 　　 　 m,GLサ イ エ ンス),全 流 量:10rnI,注 入 口

　　　 　温度:250℃,検 出器温度:250℃,カ ラム温度:

　 　　 　40℃ 保 持後150℃ 程 度 まで昇温保 持

　 〈検知 管 〉ガステ ック社製

　　　 　No.3L,No.180,No。180LNo4LK.,No.70L

VOC11種 について、未焼成か ら1000℃ まで100℃ 刻み

で焼成 した試料で調査 した結果、分析対象物質によって

も異なるが、効果の差によって3段 階の温度帯、即ち①

未焼成～300℃ 以下の低温焼成、②400～700℃ の焼成、

③800℃ 以上の高温焼成に区分された。効果が高かった

のは① と③の温度帯であった。

2.分 析対象物質別吸着効果の違い(未 焼成貝殻粉末及

　 び1000℃ 焼成貝殻粉末の結果)

芳香族炭化水素:ベ ンゼン以外で効果が見られた。空気

　 中濃度は、未焼成では実験直後 に一定濃度 まで減少 し、

　 その濃度付近で緩やかに減少 したのに対 し、1000℃ 焼

　成では急激な効果はみ られない ものの、経時的に減少

　する傾向がみられた。また、未焼成では乾燥試料で効

　果 は大 きく、1000℃ 焼成では湿潤試料で効果が大 き

　 かった。

脂肪族炭化水素:ヘ キサンのみ実施 したが、効果がみら

　 れなかった。

ハロゲン化炭化水素:p-DCBの み実施 したが、1000℃

　焼成の湿潤試料で効果がみられた。

アルコール類:未 焼成 ・1000℃ 焼成 とも実験直後から空

　気中濃度が激減 した。乾燥 ・湿潤試料 ともに効果は大

　 きかった。

アルデヒド類:ホ ルムアルデヒドでは、未焼成 ・1000℃

　焼成 とも効果が大 きかった。アセ トアルデヒ ドでは水

　 を加えた未焼成で顕著な効果がみられた。アルデヒ ド

　類に関しては、貝殻 における吸着量の測定結果か ら、

　吸着のみならず分解 も生 じていることが確認された。

エステル ・ケ トン類:側 鎖の違いで効果に差がみられた。

アンモニア ・アミン類:未 焼成で効果がみ られた。

硫化水素 ・メルカプタン:1000℃ 焼成で実験直後から空

　気 中濃度が急激に減少した。

3.結 論

　以上の結果から、ホタテ貝殻は悪臭物質吸着素材(消

臭素材)と しての可能性を有すると考えられる。

Ⅴ.発 表

　第43回 全国衛生化学技術協議会年会(平 成18年11月1

日～2日)

Ⅳ.結 果及び考察

1.焼 成温度による吸着効果の違い
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